
 

 

 

 

 

 

会 期 ：３月１８日（水）～２２日（日） 

場 所 ：総社市総合文化センター 

作品数 ：２０８点 

入場者数：５４１人 

       

 

総社の春を告げる美術工芸系「Because 展」が今年度も開催されました。出品数は昨年度の２倍の

２０８点をギュッと詰め込みました。ご来場頂く方々との交流を楽しみに、今年で８回目を迎えました。

12 月の岡山市での展覧会と同じく、油絵、彫刻、ポスターパネルなど、自由制作や課題制作に取り組

む美工生徒の姿が感じられる展示を心がけました。今年度の岡山県代表作品や３年生の想いを込めた作

品が並び、質・量とも濃厚で高いレベルであったと自負できる展覧会でした。受付担当の生徒も、来場

頂いた方々へ挨拶や解説などを丁寧にこなし、展覧会での接客マナーも学習できていました。卒業後、

新天地に向けての準備などで忙しい中、搬出入や受付などを担当した２７期生の皆さんには感謝してい

ます。27年度も総社の皆様に、見ると元気の出る高校生らしい作品を鑑賞して頂けるよう、新しいメ

ンバーでますます精進していきたいと思います。 

 

会 期：2013 年 3 月 20（水）～24 日（日） 

場 所：総社市総合文化センター1階市民ギャラリー 

作品数：150点 

来場者数 615 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現役国公立合格者６３名！！ 
 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

  

 

本校生徒が自分たちの学校生活を振り返り、 

これからの高校生活の目標を考えて、それを言葉にしてみました！ 

 

 

謳歌しよう青春 きり拓こう未来 君よ輝け 

 

 

国立大学 合格数 公立大学 合格

数 

私立大学 合格数 

横浜国立大 １ 岡山県立大 １４ 立命館大 ２ 

広島大 ２ 北九州市立大 ３ 関西大 ５ 

岡山大 ５ 広島市立大 ２ 清心女大 ２８ 

山口大 １ 県立広島大 １ 川崎医福大 ２４ 

高知大 ９ 高知県立大 ３ 岡山理大 １９ 

香川大 ６ 下関市立大他 ８ 就実大・他 １６５ 

信州大・愛媛大･徳

島大・島根大他 

８ 国公計 ６３ 私立計 ２４３ 

お問い合わせ・ご相談は・・・   岡山県立総社南高等学校までお気軽にどうぞ 

〒719－1132 総社市三輪 626－1   TEL (0866)93－6811   FAX (0866)93－6855 

ホームページ http://www.sojam.okayama-c.ed.jp/    

みなみニュース 

第１号（平成 2７年 4-5 月） 

岡山県立総社南高等学校 

自分の将来を強くイメージして、 

進路実現のための学習に努力しています。 

 

みんなが部活動や特別活動に、積極的に取り組

んでいて、充実した毎日を送っています。 

私たち一人一人が 

活き活きと輝いています。 

第８回 Because 展へのご来場 

まことにありがとうございました。 

http://www.sojam.okayama-c.ed.jp/


 

 

 ３月２４日（火）に卒業生と語る会が行われ、第２７期生の代表生徒が在校生に向けて熱いメッセー

ジを送りました。受験勉強はとても大変ですが、大学を目指す日本全国の受験生はみんな通る道です。

総社南高等学校では一人一人の努力を支えるべく、生徒・教職員が一丸となって頑張っています。推薦

入試で合格した人、３月まで国立大学を目指して頑張った人、いろいろな人の一生懸命さが、お互いを

支えることになって、目標の大学に合格していくことになりました。そのような話を、在校生は終始真

剣な表情で聞いていました。そして、そのときのメッセージの一部や合格体験記を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０期生を迎えました！ 
 去る４月８日（水）、３０期生の入学式が行われ 
ました。緊張した面持ちの新入生は、大きな希望を 

胸に、新たな一歩を踏み出しました。 

 「君が輝く総社南」で、 

多くのなかまとふれあい、 

より大きく成長してくれ 

ることを心から期待して 

います。 

 

   

◎美術工芸系 中学生対象土曜講座 

    今年も開催！ 6月１３日（土）9:00～12:30   

  ◎オープンスクール 

  今年度のオープンスクールは、7月30 日（木）に行います。 

   ・どちらも、詳細は中学校を通じて連絡します。 

   ・青春を謳歌し、未来を切り拓いている先輩たちが集う「総社南高校」を 

体感してください。 

横浜国立大学 経営学部 国際経営学科  

（矢掛中出身）宮本 泰良くん 

僕は硬式野球部に所属していて、三年間全力で野球に力を入れ

ました。小さい頃から高校野球をしたくて、硬式野球部のある総

社南高校を選びました。中学の時の野球部の監督に、日常生活が

野球に繋がると言われ続けてきたので、野球の練習だけでなく勉

強や学校の行事も真面目に取り組みました。 

 部活を引退した後、推薦入試を受けることを決めました。僕は

経営学部を志望していて、経営、経済に関する内容の小論文、そ

して面接、内申書の三つを評価して合否を決める試験を受けまし

た。具体的な学習は、小論文の素材を集めるため本を読んだり、

知識をつけるために経済新聞を読んだりしました。もちろん部活

動引退後も南翔祭があり、忙しい時期もありましたが、自分の時

間を削って勉強時間を確保しました。受験勉強で大切なのは苦手

科目を無くすことだと思います。大の苦手科目でも、一か月間一

生懸命やればかなり理解できるようになります。余裕のある時期

に挑戦してみてください。 

 勉強する前から自分には無理だと諦めてる人もいますが大学受

験のライバルは全国にいます。嘆いている間にもライバルはみん

な勉強しています。いかに現実を見て、自分の実力を把握して、

時間を惜しんで勉強できるかに合否はかかっています。 

 みなさんにはまだまだ余裕があり、総社南高校の仲間や先生方

が、一生懸命支えてくださいます。自分の限界に挑戦しましょう。

みなさんが第一志望に合格できることを祈っています。 

 

北九州市立大学 国際環境工学部 建築デザイン学科  

（真備東中出身）飯川 久瑠美さん 

受験において私が特に大切だと思ったことは、3 年の夏

までに苦手科目や苦手分野の克服をしておくことです。 

私が推薦入試を受けた大学は、面接と総合問題があり

ました。総合問題ではデッサンが必要でしたので面接練

習に加え、美術の先生に教えていただきながらデッサン

の練習をおこないました。他にも、物理や数学の筆記対

策をしなくてはならなかったので苦手分野の克服にあて

られる時間はとても少なかったです。 

推薦入試が終わると、次は一般入試にむけて勉強です。

授業では演習問題に取り組む機会が多くなります。その

時、苦手な分野が残っていると、勉強するのはとても大

変で時間もかかりますが、粘り強く取り組むことで必ず

克服できるようになります。最後まであきらめず頑張っ

てください。先生方も最後まであきらめずに、指導して

くださいます。 

 


